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相談・問い合わせ先 内閣官房CLT活用促進のための 
政府一元窓口（行政窓口、補助事業等）
CLTの活用に関する事業者や地方公共団体等
からの問い合わせに答えるため、内閣官房に政
府の「一元窓口」が設けられています。
ホームページ： 
cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi
電話番号：03-3581-7027

一般社団法人 日本CLT協会
2012年に設立され、日本でのCLTの普及のため
の取り組みや、技術開発を行っている団体です。
ホームページ：https://clta.jp
電話番号：03-5801-9883

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター
1977年に設立された、木造建築についての調
査・研究、情報提供などを行っている団体であり、
CLTについても設計・施工マニュアルの発行や
実証事業の実施などをしています。
ホームページ：howtec.or.jp
電話番号：03-5653-7662

CLT関連資料 告示関連資料、設計資料、事例集等のリストを
日本CLT協会のホームページに掲載

CLT製造企業リスト 日本CLT協会会員 
JAS認定工場 9社（2024年5月時点）

CLT加工企業リスト 日本CLT協会会員 
CLT 加工企業 20社（2022年7月時点）

助成・支援制度 公的助成制度
詳細は上記の内閣官房および日本CLT協会の
ホームページに掲載

設計支援制度
企画段階、設計段階での専門家・経験者のアド
バイザー派遣制度（無料）を実施。詳細は日本
CLT協会のホームページに掲載

過去のコンテスト、 
コンペ事例

2015年からコンテストやコンペを日本CLT協会
で実施
詳細は日本CLT協会のホームページに掲載

発行日：2023年 1月
発行：一般社団法人　日本 CLT協会

協力：CLT建築推進協議会・真庭市
編集・制作： 桜設計集団一級建築士事務所 

一般社団法人日本 CLT協会  広報・ブランディングWG
※本誌の文章・写真・図版等の無断複製・転載を禁じます。
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CLTを壁式のプレキャストコンクリート造のように壁・床・屋根に使う“CLTパネル工法”の建て方の様子

写真：つくばCLT実験棟（2016年3月竣工）
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全戸床段差をなくしたバリアフリーのエントランス

写真：前田建設・住友林業共同企業体 写真提供 :（株） 竹中工務店

CLT折板形状の複合梁が架かる音楽ホール
桐朋学園宗次ホール
CLTを意匠・構造・音響として利用した音楽ホール。ホール
に架かる梁は複合梁とし、ヒノキ・スギハイブリッドCLT5

層5プライを30度の角度で折板形状に配置、長さ方向は鋼
板添え板接合としロングスパンを実現。
用　　途：教育施設
竣　　工：2021年3月
構　　造：木造軸組工法（CLT利用）
延べ面積：2354.72㎡
CLT利用：天井、壁
防 耐 火： （教室棟）1時間耐火構造、 

（音楽ホール）1時間準耐火構造

意匠設計：隈研吾建築都市設計事務所 
（基本設計・デザイン監修） 
前田建設・住友林業共同企業体（実施設計）

構造設計：ホルツストラ（基本設計・構造監修） 
前田建設・住友林業共同企業体（実施設計）

施　　工：前田建設・住友林業共同企業体
住　　所：東京都調布市若葉町1-41-1

外壁部分には、スギ集成材のルーバーを角度を変えて設置 東から見た外観。2～6階の外周全体を覆うダブルスキンの外皮長さ方向は現場接合とし、CLT折板構造で17mのスパンを実現 1階エントランスロビー。壁全面のCLTを現しで内装仕上げ

1階から6階まで続くコアの鉄骨フレームにCLTを耐震要素として設置現しで使用したCLTは、構造だけではなく音響反射としても寄与

CLTパネル工法＋軸組工法による3階建て校舎

鉄骨造とCLTによる2時間耐火のオフィスビル

高知学園大学
RC造校舎群の一角に建つCLTを活用したキャンパス初の
木造3階建て校舎。生産・運搬の観点より巾2.2m×高さ約
11.5mのCLT大版パネルの寸法をそのまま活かし、3階分を
通して一枚の壁で自立させている。

タクマビル新館（研修センター）
鉄骨造に耐震CLTパネルと耐火集成材柱を組み合わせ免震
を採用した木造ハイブリッド建築。1階から6階まで続くコ
アにCLTを耐震要素として設置。さらにコアを取り囲むよ
うにCLTを設置し、CLTがあらわれる執務スペースを創出
した。

用　　途：学校
竣　　工：2020年3月
構　　造： X方向：木造（軸組工法）、 

Y方向：CLTパネル工法
延べ面積：1623.4㎡
CLT利用：壁、床、屋根

用　　途：事務所
竣　　工：2020年10月
構　　造：鉄骨造（CLT利用）
延べ面積：3,334.35㎡
CLT利用：壁

防 耐 火：1時間準耐火建築物
意匠設計：艸建築工房
構造設計：桜設計集団構造設計室
施　　工：（株）岸之上工務店
住　　所：高知県高知市旭天神292-26

防 耐 火：2時間耐火建築物
意匠設計：株式会社竹中工務店
構造設計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
住　　所：兵庫県尼崎市金楽寺町2丁目2番33号

写真提供 :艸建築工房

間方向にはCLTを3階分通した壁を配置、桁行方向は軸組工法
3階分通した壁のCLTが現しになった階段室

CLTが2面現しとなっている、やわらかな印象の教室

大版CLTパネルが得意とする箱型の建物形態と繰り返しの立面計画 準耐火構造の燃えしろ設計により表しとしたCLT壁。躯体と仕上げを兼ねる

CLTパネル工法による3階建て共同住宅
いわきCLT復興公営住宅
単純な平面・断面とし、大判CLTパネルの長所を活かして、
施工の効率化を目指した建物。公営住宅としての性能を確
保しながら、全住戸内の床段差をなくしてバリアフリーを
実現。2018年7月現在、CLTパネル工法では国内最大。
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全戸床段差をなくしたバリアフリーのエントランス
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防災科学技術研究所の3次元振動台“E-ディフェンス”で実施された実大振動台実験。写真の5階建と3階建の試験建物に
対して、阪神淡路大震災の観測波よりも大きな加力を入力し、変形量、破損部位を調べ、倒壊しないことを確認。

日本住宅・木材技術センターの耐火炉で実施された、CLT現し壁の準耐火構造加熱実験。木材が毎分約1㎜の速度でゆっ
くり燃え進むことを利用して、厚さ90㎜のCLTが1時間で約60㎜燃えた際にも壁が燃え抜けないことを確認。



76

防災科学技術研究所の3次元振動台“E-ディフェンス”で実施された実大振動台実験。写真の5階建と3階建の試験建物に
対して、阪神淡路大震災の観測波よりも大きな加力を入力し、変形量、破損部位を調べ、倒壊しないことを確認。

日本住宅・木材技術センターの耐火炉で実施された、CLT現し壁の準耐火構造加熱実験。木材が毎分約1㎜の速度でゆっ
くり燃え進むことを利用して、厚さ90㎜のCLTが1時間で約60㎜燃えた際にも壁が燃え抜けないことを確認。



銘建工業㈱本社事務所
写真撮影：YASHIRO PHOTO OFFICE

相談・問い合わせ先 内閣官房CLT活用促進のための 
政府一元窓口（行政窓口、補助事業等）
CLTの活用に関する事業者や地方公共団体等
からの問い合わせに答えるため、内閣官房に政
府の「一元窓口」が設けられています。
ホームページ： 
cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi
電話番号：03-3581-7027

一般社団法人 日本CLT協会
2012年に設立され、日本でのCLTの普及のため
の取り組みや、技術開発を行っている団体です。
ホームページ：https://clta.jp
電話番号：03-5801-9883

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター
1977年に設立された、木造建築についての調
査・研究、情報提供などを行っている団体であり、
CLTについても設計・施工マニュアルの発行や
実証事業の実施などをしています。
ホームページ：howtec.or.jp
電話番号：03-5653-7662

CLT関連資料 告示関連資料、設計資料、事例集等のリストを
日本CLT協会のホームページに掲載

CLT製造企業リスト 日本CLT協会会員 
JAS認定工場 9社（2024年5月時点）

CLT加工企業リスト 日本CLT協会会員 
CLT 加工企業 20社（2022年7月時点）

助成・支援制度 公的助成制度
詳細は上記の内閣官房および日本CLT協会の
ホームページに掲載

設計支援制度
企画段階、設計段階での専門家・経験者のアド
バイザー派遣制度（無料）を実施。詳細は日本
CLT協会のホームページに掲載

過去のコンテスト、 
コンペ事例

2015年からコンテストやコンペを日本CLT協会
で実施
詳細は日本CLT協会のホームページに掲載

発行日：2023年 1月
発行：一般社団法人　日本 CLT協会

協力：CLT建築推進協議会・真庭市
編集・制作： 桜設計集団一級建築士事務所 

一般社団法人日本 CLT協会  広報・ブランディングWG
※本誌の文章・写真・図版等の無断複製・転載を禁じます。


